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学
　
長

武
藤
輝
一

　
新
し
い
年
を
迎
え
、
学
生
諸
君
も

教
職
員
の
皆
さ
ん
も
、
何
と
は
な
し

に
、
あ
る
い
は
は
っ
き
り
と
意
識
し
て
、

今
年
こ
そ
は
・
－

と
こ
ろ
を
理
解
で
き
る
ル
は
多
く
抵

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
キ
ャ
リ
ア
（
開
発
）
教
育
」
の
始
ま

り
は
な
ん
と
い
っ
て
も
「
個
々
の
人
の

”
白
己
分
析
と
認
識
グ
」
で
あ
■
り
ま

す
。
中
学
生
は
中
学
生
な
り
に
、
大
学

生
は
大
学
生
な
り
に
、
自
分
の
善
い
点

は
ど
こ
か
、
悪
い
点
は
ど
こ
か
を
よ
く

知
り
、
悪
い
点
は
ど
う
し
て
直
し
た
ら

い
い
か
、
ま
ず
は
近
い
将
来
に
向
け
て

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
考
え
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
私
は
小
学
校
6
年
生
の
時
、

3
年
生
の
時
か
ら
の
担
任
で
あ
っ
た

諸
君
に
は
先
輩
か
ら
の
話
を
貴
重
な
助

言
と
し
な
が
ら
、
将
来
に
向
け
て
の
自

．
拓
の
階
固
と
し
た
意
志
を
持
っ
て
も
ら

．
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
学
で
は
新
潟
県

・
出
身
の
学
生
諸
君
が
多
く
、
首
都
圏
の

企
業
や
機
関
に
就
職
し
た
場
合
、
所
属

の
企
業
や
機
関
の
皆
さ
ん
か
ら
、
、
新
潟

、
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
じ
　
勘

あ
人
は
大
変
真
面
目
で
お
と
な
し
い
人

が
多
い
で
す
ね
。
生
言
わ
れ
る
こ
と
が

琶
り
ま
す
が
、
時
に
は
そ
の
言
葉
の
裏

と
い
う
覚
悟
を

持
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
と
く
に
本

年
3
月
に
卒
業

式
を
迎
え
る
4

あ
り
ま
す
。
平
素
の
自
分
の
発
言
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
自
信
と
責
任
を

　
　
　
　
　
　
　
　
持
ち
、
積
極
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
話
し
行
動
す

年
生
の
皆
さ
ん
は
4
月
か
ら
の
社
会

人
と
し
て
の
出
発
に
期
待
を
寄
せ
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
最
近
は
ど
の
大
学
で
も
、
在
学
中

に
「
キ
ャ
リ
ア
（
開
発
）
教
育
」
が
行
わ

れ
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
さ
せ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
「
キ
ャ
リ
ア

（
開
発
）
教
育
」
の
言
葉
が
用
い
ら
れ

始
め
た
こ
ろ
、
こ
の
言
葉
の
意
味
す
る

先
生
に
懇
々
と
諭
さ
れ
ま
し
た
。
い
支

だ
に
欠
点
の
直
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
時
覚
悟
し
た
こ
と
は
私

が
人
間
社
会
の
中
で
生
き
て
行
く
た

め
の
道
標
と
か
り
ま
し
た
。
一

　
と
こ
ろ
で
本
学
の
「
一
キ
ャ
リ
ア
（
開

発
）
教
育
」
で
は
、
本
学
を
卒
業
し
現

在
社
会
で
活
躍
中
の
先
輩
方
の
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
在
学
生
の

る
こ
と
に
し
ま

し
よ
、
つ
。

　
若
い
と
き
に

は
永
く
見
え
る

人
生
で
す
が
、
年
と
っ
て
振
り
返
る
と

短
い
人
生
で
す
。
あ
っ
と
思
う
間
に
月

日
が
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
新
し
い

年
の
一
日
一
日
を
大
切
に
過
ご
し
た
い
も

の
で
す
。

　
皆
さ
ん
に
と
っ
て
実
り
多
き
一
年
と
な

り
ま
す
よ
う
祈
念
致
し
て
お
り
ま
す
。
、

企業懇談会に過去最高の参カロ

平成20年度入試日程案内

卒業生の便り
「紅翔祭」報告

湧源（編集後言己に代えて）

亙3回の国際理解セミナー写真家・板垣真理子氏を迎え連携講座

青少年のための科学の祭典に参加

匝卒論中間発表会開く

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新任教員紹介

圃　　　　　　　　圃　次期学長に平山征夫前新潟県知事　　　　　　私の研究テーマ
　情報システム学会全国大会を開催　　　　　　　お薦めBOOK
　韓国で慶煕大と胃び学術交流　　　　　　　　　教員の活動｛2007年下半期
　ノースウェストから学部長が表敬
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教
育
へ
の
情
熱
と
地
域
貢
献
一
」
期
待

　
学
校
法
人
新
潟
平
成
学
院
は
1
2
月

1
2
日
、
理
事
会
の
推
薦
す
る
候
補
者
に

つ
い
て
学
長
候
補
者
選
考
委
員
会
を
開

催
、
そ
の
答
申
を
受
け
引
き
続
き
開
か

れ
た
理
事
会
に
お
い
て
本
学
の
次
期
学

長
に
、
前
新
潟
県
知
事
の
平
山
征
夫
氏

を
全
会
一
致
で
決
定
し
ま
し
た
。
任
期
は

平
成
2
0
年
4
月
か
ら
4
年
間
。
2
期
8

年
務
め
任
期
満
了
と
な
る
武
藤
輝
一
現

学
長
・
理
事
長
は
理
事
長
職
に
専
念
し
、

学
校
法
人
の
経
営
を
担
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
平
山
氏
は
柏
崎
市
出
身
。
日
本
銀
行

新
潟
支
店
長
な
ど
を
経
て
平
成
4
年
か

ら
3
期
1
2
年
に
わ
た
り
県
知
事
と
し
て

県
政
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
県
内

大
学
長
と
懇
談
会
を
開
催
す
る
な
ど

高
等
教
育
の
充
実
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ま
れ
、
平
成
6
年
の
本
学
開
学
に
当

た
っ
て
は
多
く
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
県
知
事
退
任
後
は
平
成
1
7
年
4
月

か
ら
、
長
岡
技
術
科
学
大
学
の
特
任
教

授
と
し
て
地
域
経
営
概
論
や
実
践
企

業
論
な
ど
の
授
業
を
通
じ
、
学
生
教
育

に
熱
い
情
熱
を
注
が
れ
て
い
ま
す
。
地
方

の
私
立
大
学
が
お
か
れ
た
厳
し
い
環
境

に
対
応
し
、
教
育
研
究
等
の
学
内
改
革

を
継
続
し
つ
つ
、
地
域
に
開
か
れ
た
大
学

と
し
て
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
た
リ
ー

ダ
」
ソ
ッ
プ
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
同
氏
は
「
少
子
化
に
よ
り
大
学
経
営

も
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
が
、
地
域
の

人
材
育
成
の
中
核
と
し
て
生
き
残
れ
る

よ
う
、
魅
力
あ
る
大
学
づ
く
り
に
全
力

を
傾
け
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
て
い
ま

す
。

武
藤
学
長
は
理
事
長
職
に
専
念
へ

灘曙蝿蝋蟷繍鱗闘鱗鰍欄麟欄徽1闘鱗鰍鞘繍㈱

マにテを地域からの挑戦

　
「
情
報
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
価
値
の

創
造
－
地
域
か
ら
の
挑
戦
…
」
を

テ
ー
マ
に
、
情
報
シ
ス
テ
ム
学
会
の

第
3
回
全
国
大
会
・
研
究
発
表
大

会
が
u
月
3
0
日
・
1
2
月
－
日
の
両

日
、
本
学
新
潟
中
央
キ
ャ
ン
パ
ス
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
惰
報
シ
ス
テ
ム
学
会
は
、
情
報
シ

ス
テ
ム
の
新
し
い
あ
り
方
を
求
め

て
、
産
・
学
の
有
志
が
研
究
、
議
論
、

交
流
す
る
場
と
し
て
2
0
0
5
年

4
月
に
、
北
城
格
太
郎
経
済
同
友

会
前
代
表
幹
事
を
会
長
と
し
て
発

足
し
た
学
会
で
す
。
事
務
局
が
本

学
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
方
で
初
め

て
の
全
国
大
会
が
新
潟
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
1
6
5
名

で
、
本
学
の
学
生
も
6
2
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
県
外
か
ら
の
参
加
者

に
占
め
る
企
業
と
大
学
関
係
者
の

比
率
は
ほ
ぼ
半
々
で
、
大
学
関
係
者

が
主
体
の
通
常
の
学
会
に
比
べ
情

報
シ
ス
テ
ム
学
会
の
特
色
と
な
っ
て

い
ま
す
。

rg~'<'; ~:~,~~i~~~;~~A J 

泉田知事らが特別講演

　
新
潟
で
は
平
成
1
6
年
の
中
越
大

震
災
、
翌
1
7
年
の
新
潟
大
停
電
、
そ

し
て
昨
年
の
新
潟
県
中
越
沖
地
震

と
多
く
の
災
害
を
経
験
し
ま
し

た
。
災
害
の
救
援
・
復
旧
・
復
興
は

人
間
活
動
を
含
む
情
報
シ
ス
テ
ム

の
再
構
築
の
過
程
で
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
1
2
月
－
日
に
は
「
災
害
と
情

報
シ
ス
テ
ム
」
を
テ
ー
マ
に
特
別
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
災
害
対
策

の
最
高
責
任
者
と
し
て
多
く
の
活

動
の
指
揮
を
執
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た

泉
田
裕
彦
新
潟
県
知
事
か
ら
「
杜

会
的
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
救
援
－
復

旧
・
復
興
活
動
」
に
関
し
て
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
す
べ
て
の

災
害
を
経
験
さ
れ
ま
し
た
今
井
辰

夫
コ
ロ
ナ
ー
丁
企
画
室
副
部
長
か

ら
も
、
「
業
務
の
継
続
性
確
保
に
有

効
な
人
間
の
活
動
を
含
ん
だ
情
報

シ
ス
テ
ム
の
開
発
」
の
講
演
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
く
の
具
体
事

例
や
現
場
の
写
真
等
に
よ
る
講
演

内
容
で
、
参
加
者
の
7
割
を
占
め

「年金記録」倫理面でも活発な討論

た
関
東
地
域
か
ら
の
参
加
者
の
皆

さ
ん
に
有
用
な
講
演
と
な
り
ま
し

た
。　
研
究
発
表
は
同
日
に
5
会
場
に

分
か
れ
て
、
災
害
と
情
報
シ
ス
テ

ム
、
リ
ス
ク
対
応
、
企
業
シ
ス
テ
ム
、

I
T
と
情
報
シ
ス
テ
ム
、
情
報
シ
ス

テ
ム
環
境
、
人
材
育
成
、
新
し
い
ア

プ
ロ
ー
チ
な
ど
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て

4
2
題
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
に
発
表
2
0
分
、
質
疑
1
0
分
で
、

質
疑
の
時
間
に
は
活
発
な
議
論
が

交
わ
さ
れ
、
情
報
シ
ス
テ
ム
に
関
す

る
新
し
い
動
向
を
参
加
者
で
共
有

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
別

講
演
に
関
連
し
た
地
域
セ
ッ
シ
ョ
ン

「
災
害
と
情
報
シ
ス
テ
ム
ー
地
域
か

ら
の
挑
戦
」
に
お
い
て
は
、
県
・
市
・
地

域
企
業
・
大
学
の
関
係
者
の
ご
協
力

に
よ
り
1
0
件
の
研
究
発
表
を
行
な

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
活
動
を
継
続
し
新
潟
地
域
の
情

報
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
活
性
化
に
役

に
立
つ
よ
う
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
u
月
3
0
日
に
は
年
金
記

録
管
理
シ
ス
テ
ム
問
題
討
論
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
社
会
的
に
関

心
の
高
い
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
既
に

公
表
さ
れ
た
報
告
書
の
事
実
に
基

づ
き
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
先
生
を
は
じ

め
、
参
加
者
を
交
え
た
活
発
な
討

論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
情
報
シ

ス
テ
ム
専
門
家
の
専
門
性
と
倫
理
、

受
注
企
業
の
倫
理
と
説
明
責
任
、

受
発
注
構
造
と
そ
の
問
題
点
を
中

功
テム学科・講師〕

く担当科目＞

管理会計、財務会計、基礎演習、情報処理演習Ul、

情報システム演習、専門演習C、卒業研究

＜専門分野＞
会計学。大学・大学院では管理会計を専攻。企業では財務会計

の業務に携わり、2000年の「会計ビッグ・バン」を実地で体験。現

在は、複数企薬間での連携における戦略的原価管理を研究。

＜略　歴＞

1996年3月　横浜国立大学経営学部会討・惰報学科卒業。

98年3月　同大学院経営学科研究科修士課程終了。
98年3月～2003年4月　ミツミ電機株式会社経理部。

07年9月～　新潟国際情報大学情報文化学部専任講師。

’
　
　
　
　
　
ス

　
　
　
下
靭

　
　
　
山
備

心
に
し
た
討
論
と
な
り
ま
し
た

が
、
社
会
保
険
庁
自
体
の
問
題
以

外
に
も
、
受
注
企
業
の
倫
理
と
説

明
責
任
も
大
き
く
問
わ
れ
て
い
る

と
の
議
論
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
の
詳
細
は
左
記
の
U
R
L

を
参
照
く
だ
さ
い
。
ま
た
卒
業
生

の
皆
さ
ん
の
学
会
へ
の
入
会
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
最
後
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
県
・
市
－
地

域
企
業
の
皆
さ
ま
や
、
後
援
を
い
た

だ
い
た
「
に
い
が
た
産
業
創
造
機

構
」
の
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。

巨
8
一
＼
＼
o
目
口
く
自
巨
ω
旨
＼
｛
霧
」
o
べ
＼

巨
8
一
＼
＼
－
窃
」
－
巨
ω
旨
＼

一
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
・
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
高
木
義
和
一
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韓
国
・
ソ
ウ
ル
の
慶
煕
大
学

校
国
際
教
育
院
で
u
月
2
日
、

同
院
と
本
学
と
の
共
催
で
「
日

本
人
韓
国
語
学
習
者
の
た
め
の

韓
国
語
教
育
」
と
題
し
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催

ま
た
本
学
情
報
文
化
学
科
の
申

銀
珠
教
授
・
吉
澤
文
寿
准
教
授

が
「
新
潟
国
際
情
報
大
学
の
派
遣

留
学
制
度
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
、
派
遣
留
学
制
度
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　
午
後
に
は
研
究
報
告
お
よ
び
授

業
実
践
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

慶
煕
大
学
校
国
際
教
育
院
の
李
定

煕
氏
と
酒
匂
康
裕
氏
に
よ
る
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は
2
0
0
5

年
u
月
2
6
日
に
本

学
新
潟
中
央
キ
ャ

ン
パ
ス
で
行
な
わ
れ
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
国
際
化
時
代
に
お
け

る
韓
国
語
教
育
」
に
引
き
続

き
、
本
学
と
慶
煕
大
学
校
と
の

学
術
交
流
の
一
環
と
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
韓
国

語
教
育
を
専
攻
す
る
大
学
生
な

ど
1
0
0
名
以
上
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
ま
ず
午
前
に
、
　
「
日
本
人
の

た
め
の
韓
国
語
教
育
発
展
方

案
」
と
題
し
金
重
壁
氏
（
慶
煕

大
学
校
国
際
教
育
院
院
長
）
が

基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
引

き
続
き
元
本
学
教
授
で
現
在
は

福
岡
大
学
で
教
壇
に
立
た
れ
て

い
る
広
瀬
貞
三
氏
が
「
韓
国
と

日
本
・
九
州
の
交
流
現
況
」
と

題
し
た
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

教
材
や
授
業
の
実
践
報
告

　
　
　
韓
流
ブ
ー
ム
影
響
も
肯
定
的
に

「
日
本
人
学
習
者
の
た
め
の
韓
国

語
教
材
お
よ
び
教
育
課
程
開
発
」

は
、
国
際
教
育
院
で
学
ぶ
日
本
人

学
生
を
統
計
的
に
分
析
し
て
、
そ

の
学
習
動
機
な
ど
を
追
究
し
ま
し

た
。　
金
沢
大
学
の
南
相
瑛
氏
に
よ
る

報
告
「
日
本
に
お
け
る
韓
流
と
韓

国
語
学
習
」
は
、
韓
流
ブ
ー
ム
が

外
国
語
学
習
に
お
け
る
韓
国
語
の

ス
テ
イ
タ
ス
を
高
め
た
と
し
て
、

日
本
人
の
韓
国
語
学
習
に
お
け
る

韓
流
ブ
ー
ム
の
肯
定
的
影
響
に
つ

い
て
論
じ
ま
し
た
。

　
本
学
非
常
勤
講
師
の
朴
修
嬉
氏

に
よ
る
報
告
「
新
潟
県
内
の
韓
国

語
学
習
の
現
況
と
学
習
者
の
学
習

傾
向
」
は
、
学
習
動
機
や
学
習
目

標
な
ど
が
学
生
と
社
会
人
の
間
で

異
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
学

習
者
の
二
ー
ズ
に
応
え
る
教
材
や

教
育
方
法
の
開
発
の
必
要
性
を
示

し
ま
し
た
。
同
じ
く
本
学
非
常
勤

講
師
の
金
世
朗
氏
に
よ
る
報
告

「
日
本
人
学
習
者
の
立
場
か
ら
見

た
慶
煕
大
学
校
初
級
教
材
」
は
、

本
学
学
生
ら
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
を
分
析
し
て
国
際
教
育
院
の
テ

キ
ス
ト
に
対
す
る
満
足
・
不
満
足

を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
教

材
を
使
っ
た
実
際
の
教
授
方
法
を

ビ
デ
オ
で
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
休
憩
を
挟
ん
で
総
合
討
論
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
、
本
学
と
慶
煕
大
と

の
2
度
目
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
成

功
裏
に
終
了
し
ま
し
た
。
こ
の
機

会
を
通
じ
て
、
語
学
教
育
の
さ
ら
な

る
発
展
、
ま
た
異
文
化
理
解
の
さ

ら
な
る
進
展
に
向
け
て
多
く
の
示

唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
関

係
者
の
皆
さ
ま
に
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

一
情
報
文
化
学
科
・
准
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
吉
澤
文
寿
一
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ム
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今
今
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今
今
今
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今
今
今
今
今
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＾
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今
今
今
今
今
今
今
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今
今
今
今
今
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■
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今
A
▼
今
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◇
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今
今
今
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▲
V
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＾
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今
＾
V
今
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今
ム
V
▲
V
今
今
＾
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永
年
に
わ
た
り
本
学
に
多
大
な
功
績
を

残
さ
れ
ま
し
た
、
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
の
永

井
武
教
授
と
、
樋
口
光
明
教
授
が
定
年
を

迎
え
ら
れ
ま
す
。

　
永
井
先
生
は
開
学
－
年
後
の
平
成
7
年

4
月
か
ら
、
樋
口
先
生
は
翌
年
の
平
成
8

年
4
月
か
ら
教
壇
に
立
た
れ
、
本
学
の
発

展
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
つ
き

ま
し
て
は
両
先
生
の
貴
重
な
体
験
を
お
聞
か

せ
い
た
だ
く
最
終
講
義
を
次
の
日
程
・
会
場
で

開
催
し
ま
す
。
卒
業
生
・
在
校
生
の
多
く
の

皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
2
月
1
6
日
（
土
曜
日
）

■
新
潟
国
際
情
報
大
学
本
校
（
み
ず
き
野
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
4
0
教
室

の
冒
案
内

午
後
－
時
　
永
井
　
武
先
生

「
私
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
関
わ
り

　
お
よ
び
最
近
の
語
題
－
0
8
祭
を
中
心
に
し
て
」

午
後
2
時
樋
口
　
光
明
先
生

「
人
工
知
能
シ
ス
テ
ム
開
発
の

　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
」

　
本
学
の
派
遣
留
学
ア
メ
リ
カ

コ
ー
ス
の
提
携
校
で
あ
る
ノ
ー
ス

ウ
ェ
ス
ト
ミ
ズ
ー
リ
州
立
大
学
か
ら

1
0
月
下
旬
、
教
養
学
部
長
の

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
マ
ク
ア
ダ
ム
ズ
博
士

が
来
学
さ
れ
ま
し
た
。
マ

ク
ア
ダ
ム
ズ
先
生
は

2
0
0
5
年
に
は
ハ
バ
ー

ド
学
長
と
と
も
に
来
学

さ
れ
て
お
り
、
今
回
が

2
度
目
の
訪
問
と
な
り

ま
す
。

　
近
年
ア
メ
リ
カ
の
大

学
で
は
、
中
国
・
韓
国

・
日
本
－
イ
ン
ド
等
ア

ジ
ア
か
ら
の
留
学
生
が

急
増
し
て
お
り
、
ノ
ー
ス

ウ
エ
ス
ト
ミ
ズ
ー
リ
州
立

大
学
も
例
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
マ
ク
ア
ダ
ム
ズ

先
生
は
そ
う
し
た
学
生

に
対
応
す
る
た
め
の
ア

ジ
ア
出
張
の
帰
途
、
本
学

へ
の
表
敬
訪
問
を
果
た

さ
れ
ま
し
た
。

　
折
し
も
本
学
で
は
、

1
0
月
9
日
か
ら
2
9
日
ま

で
、
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
ア
メ
リ
カ

ゥ
ィ
ー
ク
を
開
催
し
、

ノ
ー
ス
ゥ
ェ
ス
ト
を
含
め

た
ア
メ
リ
カ
関
係
の
資

料
を
展
示
中
で
、
マ
ク
ア

ダ
ム
ズ
先
生
を
お
迎
え

す
る
に
は
絶
好
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
し
た
。

　
マ
ク
ア
ダ
ム
ズ
先
生
は

2
3
日
に
、
ま
ず
武
藤
輝
一
学
長
と
面

会
さ
れ
た
後
、
高
橋
正
樹
情
報
文

化
学
科
長
や
留
学
担
当
の
教
職
員

数
名
と
会
談
。
開
始
か
ら
7
年
、

　
　
半
期
制
に
移
行
し
て
3
年
目

　
　
と
な
る
派
遣
留
学
ア
メ
リ
カ

　
　
コ
ー
ス
の
一
層
の
発
展
と
、
両

忍一
一
一
一
回
学
の
さ
ら
な
る
協
力
関
係
の

確
構
築
に
向
け
・
建
設
的
な
話

を
し
合
い
が
も
た
れ
ま
し
乍

展
そ
の
後
・
昼
休
み
の
一
部
を

発
利
用
し
て
・
学
生
と
の
懇
談

の

会
が
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で

層
開
か
れ
ま
し
た
。
マ
ク
ア
ダ
ム

一
　
ズ
先
生
が
ス
ラ
イ
ド
等
を
利

の
用
し
て
ノ
ー
ス
ゥ
ェ
ス
ト
に
っ
い

学
て
説
明
さ
れ
る
と
、
学
生
か

卵
国
ら
も
英
語
で
活
発
な
質
問
が

遣
出
さ
れ
ま
し
た
。
懇
談
会
に

派
出
席
㌧
た
、
留
学
経
験
者
や

／
こ
れ
カ
ら
留
学
を
考
え
て
い

　
　
る
1
年
生
に
と
っ
て
も
、
大
変

炎昌
一
百
貴
重
な
時
間
に
な
っ
た
と
思

懇
い
ま
文
夜
に
俸
マ
ク
ア
ダ
ム

くしズ
先
生
を
囲
ん
で
学
部
．
学

親
科
関
係
者
と
の
夕
食
会
が
開

と

か
れ
、
忙
し
い
日
程
に
も
か
か

生
わ
ら
ず
未
来
へ
向
け
て
実
り

学
多
い
百
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
一
情
報
文
化
学
科
・
准
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
矢
口
裕
子
一
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卿
私
は
こ
の
・
年
間
ξ
つ
桑

㎜
第
2
次
世
界
大
戦
末
期
の
、
あ
る

㎜
舳
一
機
の
B
2
9
戦
闘
機
の
乗
務
員
を

一
巡
る
複
雑
で
や
一
か
い
姦
筆
に

㎜
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
は

榊

一
螂
㍗
貯
㍑
“
加
鎚

一
ち
落
と
さ
れ
た
と
き
・
乗
務
員
を

こ
の
事
件
の
両
側
の
証
言
者
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
き
た
点
が
大
き
い
と

い
え
ま
す
。
加
え
て
、
こ
の
分
野
に

お
け
る
大
量
の
記
録
文
書
と
日
本

人
の
回
想
録
、
ア
メ
リ
カ
の
情
報
公

開
法
案
に
よ
り
機
密
扱
い
が
解
か

れ
て
間
も
な
い
報
告
書
類
に
負
う

ん
。　
7
月
2
0
日
の
事
件
の
後
日
談

　
　
　
　
　
　
○
づ

は
、
物
語
形
式
で
綴
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
村
人
た
ち
が
い
か
に
乗
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ん

員
の
捕
囚
を
め
ぐ
る
出
来
事
を
隠

ぺ
い蔽
し
よ
う
と
し
た
か
、
捕
虜
と
な
っ

た
B
2
9
乗
務
員
た
ち
の
恐
ろ
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
睡
冊
蟷
餅

　
こ
の
研
究
は
し
か
し
、
半
世
紀
紬

以
上
前
に
起
き
た
事
件
を
物
語
一

る
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
あ
り
ま
　
㎜

捕
ら
え
た
村
人
た
ち
に
か
か
わ
る

物
語
で
も
あ
り
ま
す
。
数
年
に
お

よ
ぶ
調
査
の
結
果
、
新
潟
の
歴
史

上
た
ぐ
い
ま
れ
な
事
件
を
取
り

巻
く
謎
が
よ
う
や
く
解
け
始
め

ま
し
た
。
あ
の
夜
死
ん
だ
4
人
の

男
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
命

を
落
と
し
た
の
か
？

　
き
“
ミ
呉
曽
§
「
又
『
戦
場
』
）
が

凡
百
の
類
似
書
と
異
な
る
の
は
、

私
が
村
人
と
元
乗
務
員
と
い
う
、

『
B
2
9
戦
闘
機
の
捕
虜
と
村
人
の
物
語
」

情
報
文
化
学
科
・
教
授

グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ハ
ド
リ
ー

と
こ
ろ
も
多
々
あ
り
ま
す
。
こ
の
本

の
一
つ
の
見
せ
場
は
、
新
潟
で
撮
影

さ
れ
た
初
公
開
と
な
る
一
連
の
写

真
で
す
。
そ
れ
ら
は
、
乗
務
員
が
捕

虜
と
な
り
リ
ン
チ
が
加
え
ら
れ
た

様
子
を
明
ら
か
に
し
、
わ
れ
わ
れ
の

胸
を
え
ぐ
ら
ず
に
は
お
き
ま
せ

体
験
、
占
領
期
に
行
わ
れ
た
戦
争

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
圭
甘

犯
罪
調
査
の
手
ぬ
る
さ
な
ど
を
詳

ら
か
に
し
、
次
い
で
、
終
戦
後
は
そ

れ
ぞ
れ
の
政
府
か
ら
忘
れ
去
ら
れ

た
乗
務
員
・
村
人
の
双
方
に
あ
の

事
件
が
残
し
た
傷
を
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。

血
冊
咀
岨
開
冊
馴
岨
岨
　
　
嚢

　
み
な
さ
ん
が
「
会
計
」
と
い
う

言
葉
か
ら
真
っ
先
に
想
像
す
る
の

は
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
報
じ
ら
れ
る

決
算
発
表
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
こ
れ
は
株
主
や
投
資
家
な
ど

へ
企
業
の
業
績
を
報
告
す
る
も
の

で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
、
外
部
の
利

害
関
係
者
へ
の
報
告
を
目
的
と
し

て
い
る
会
計
を
財
務
会
計
と
い
い

ま
す
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
管
理
会
計
は

企
業
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に

用
い
ら
れ
る
も
の
で
、
企
業
の
内

部
へ
の
報
告
目
的
が
重
視
さ
れ
ま

す
。
企
業
の
目
的
と
は
、
究
極
的

に
は
利
益
を
獲
得
す
る
こ
と
で
す

の
で
、
管
理
会
計
は
「
利
益
獲
得

の
た
め
に
会
計
情
報
を
活
用
す
る

こ
と
」
な
の
で
す
。
そ
し
て
「
原
価

管
理
」
が
管
理
会
計
の
中
心
を
占

め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
管
理
会
計
の
手
法
は
、

ジ
ェ
ネ
ラ
ル
土
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
（
G

E
）
や
ト
ヨ
タ
自
動
車
を
は
じ
め
と

し
た
、
数
々
の
企
業
で
の
実
践
か
ら

生
ま
れ
た
も
の
が
多
い
の
が
特
徴

　
管
理
会
計
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ア

カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
和
訳
し
た
も
の

で
す
。
と
こ
ろ
が
「
管
理
」
と
い
う

言
葉
に
は
「
人
を
締
め
付
け
る
」

と
い
う
印
象
が
あ
る
た
め
、
「
経
営

会
計
」
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
る
と
い
う

考
え
方
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

『
経
営
に
役
立
つ
管
哩
会
計
』

情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
・
講
師
山
下

功

で
す
。
そ
の
た
め
私
た
ち
研
究
者

は
、
企
業
で
ど
の
よ
う
な
経
営
が

行
わ
れ
て
い
る
か
に
常
に
関
心
を

持
ち
、
そ
の
中
か
ら
優
れ
た
手
法

を
「
発
見
」
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

管
理
会
計
の
内
容
を
的
確
に
表

現
し
た
名
称
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。　
管
理
会
計
の
研
究
領
域
は
多

岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
現
在
、
私
は

「
企
業
間
原
価
管
理
」
の
研
究
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岨

せ
ん
。
歴
史
の
輪
が
一
巡
し
た
い
榊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

ま
、
本
書
は
今
日
わ
れ
わ
れ
の
生
　
㎜

活
を
脅
か
す
人
権
問
題
に
洞
察
㎜

を
与
え
、
現
代
の
兵
士
が
安
全
な
舳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柵

高
み
か
ら
恐
怖
と
怒
り
に
囚
わ
れ
　
榊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
踊

た
暴
徒
の
手
に
落
ち
た
と
き
、
何
榊

が
待
ち
受
け
て
い
る
か
を
思
い
起
一

こ
さ
せ
・
わ
れ
わ
れ
の
頭
を
冷
や
し
一

て
く
れ
る
で
し
考
一
訳
矢
口
裕
一

ポ
簑
一
㌶
工

の
模
様
）
も
参
照
を
。
　
　
　
　
　
撒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撒

　
　
　
　
－
－
一
ふ

讐
い
㌶
土

つ
の
企
業
で
物
づ
く
り
が
完
結
し
一

て
い
る
こ
と
は
稀
で
す
。
例
え
ば
ソ

ニ
ー
や
デ
ル
な
ど
の
パ
ソ
コ
ン
メ
ー

カ
ー
は
、
マ
ザ
ー
ボ
ー
ド
、
C
P
U
、

メ
モ
リ
バ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
等
の
部

品
を
他
社
か
ら
購
入
し
て
組
み
立

て
て
い
ま
す
。
そ
の
と
き
パ
ソ
コ
ン

メ
ー
カ
ー
の
中
だ
け
で
は
な
く
、
企

業
の
範
囲
を
超
え
て
部
品
メ
ー

カ
ー
も
含
め
て
原
価
管
理
を
行
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
な
る
原
価
削

減
の
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
利
益
を
増
加
さ
せ

る
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

近藤進（情報システム学科・教授）

・講演「情報インフラと災害に対する情報通信の課題」信越総合通信局、信越

地方非常通信協議会、信越情報通信懇談会「安心安全な社会の実現」のた
めの防災セミナー（ホテル新潟、2007年7月4日）。

佐々木寛（情報文化学科・准教授）

・（2007）「柏崎刈羽原発被災から見えたもの一リスク社会とアジア原子力政治

の未来」『アジア時報」！2月号（2－3頁）。

・講演「ナヌムの家を訪れて一エクスポージャーとしての平和教育」北東アジアの

女性史を学ぶ会（万代市民会館、2007年7月15日）。

・コーディネーター「徹底討論『平和』」ナインにいがた主催（クロスパルにいがた、

2007年9月ユ7日）。

・講演「地球人的政治学一『南北問題』と日本」大田区民大学・地球人セミナー

（大田区民プラザ、2007年10月2日）。

・講演「ようこそ平和学へ］坂井輪地区公民館人権講座第1回（同公民館、2007

年11月7日）。

・講演「世界社会の瑚犬と国際理解教育の意義」定時制・通信制チャレンジ事

業（文部科学省）第5回実践研究委員会（新潟県立新潟翠江高等学校、2007
年11月21日）。

・講演「なぜ今、格差社会なのか、それは社会の仕組みか、自己責任か？」アル

ザフォーラム2007（万代市民会館、2007年1ユ月24日）。

・「対テロ戦争と人権侵害」アムネスティーインターナショナル「ラビア・カーデイル講

演会」解説（クロスパルにいがた、2007年11月25日）。

・講演「コミュニティと平和」坂井輪地区公民館人権講座第4回（同公民館、
2007年ユ1月28日）。

・司会「憲法9条でふるさとを守れるか一生活・地域からの平和構想」市民文化

フォーラム（総評会館、2007年12月8日）。

・講演「この国のゆくえ一新テロ特措法と憲法」9条しばたネット（新発田市カルチ

ャーセンター、2007年12月14日）。

藤瀬武彦（情報システム学科・教授）

・（2007）「『免許』とその『更新制度」について思うこと」『新潟体育学研究』第24

巻，14。

・編集『筋カトレーニングの三大基本種目で競技を行うパワーリフティングを始め

てみませんか」新潟県パワーリフティング協会発行、共立印刷（全22頁）。

武藤輝一（学長）

借別講演「胃切除術式とその再建術式の変遷」第ユO回横浜北部臨床消化器

研究会（昭和大学横浜北部病院消化器病センター、2007年！2月8日）。

吉澤文寿（情報文化学科・准教授）

・書評：長田彰文『日本の朝鮮統治と国際関係』（平凡社、2005年）『歴史学研

究』第829号、2007年7月。

・講演「日韓会談文書公開運動から見えてきたもの」日韓会談文書・全面公開を

求める会裁判報告集会（東京：弁護士会館、2007年9月25日）。

・研究報告「日韓会談第3次開示文書の不開示部分の検討」日韓会談文書・全

面公開を求める会講演・総会（東京1YMCAアジア青少年センター、2007年12月
16日）。

一4鰯
臨
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鈴
木
郁
夫
・
赤
羽
孝
之
監
修

新
潟
地
図
ウ
オ
ッ
チ
ン
ク
編
集
委
員
会
編
著

新
潟
日
報
事
業
社
一
2
0
0
6
年
）

　
み
な
さ
ん
は
「
地
形
図
」
と
呼
ば
れ
る
地
図

を
見
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
？

　
地
形
図
は
、
2
次
元
座
標
上
に
描
か
れ
た

等
高
線
と
い
う
曲
線
を
読
む
こ
と
で
、
3
次
元

的
な
空
間
認
知
を
可
能
に
す
る
も
の
で
す
。
つ

ま
り
地
形
図
を
見
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
土

地
を
真
上
か
ら
立
体
的
に
脩
賊
す
る
こ
と
に

ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
さ
ま
ざ
ま
な
地
図

記
号
に
よ
っ
て
、
ど
こ
に
何
が
あ
る
の
か
は
も
と

よ
り
、
土
地
利
用
や
植
生
の
状
態
、
場
合
に
よ

っ
て
は
地
質
ま
で
も
大
ざ
っ
ぱ
に
把
握
で
き
て

し
ま
う
。
地
形
図
こ
そ
は
地
理
的
情
報
の
宝

庫
な
の
で
す
。

　
本
書
は
、
新
潟
県
内
か
ら
ユ
0
9
地
域
を

取
り
上
げ
、
主
に
国
土
地
理
院
発
行
の
「
く
N
■
㎝

万
地
形
図
」
を
用
い
な
が
ら
、
そ
の
土
地
に
お
け

る
特
徴
的
な
白
然
景
観
、
産
業
、
文
化
遺
産
等

を
簡
潔
に
紹
介
し
た
も
の
で
す
。
読
者
は
見
学

ル
ー
ト
の
入
っ
た
地
形
図
を
じ
っ
く
り
眺
め
な
が

ら
解
説
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
章
だ
け
で
は

到
底
得
ら
れ
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
把
握
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

　
本
書
に
掲
載
さ
れ
た
地
形
図
の
申
に
、
白
分

の
生
ま
れ
育
っ
た
場
所
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う

人
は
少
な
く
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

そ
こ
が
ど
ん
な
と
こ
ろ
か
を
地
形
図
上
で
実
際

に
確
認
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
、
ほ
と
ん
ど
い
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
国
際
化
も
大
切
で

す
が
、
自
分
の
地
元
を
知
る
こ
と
は
も
っ
と
大
切

な
こ
と
だ
と
私
は
常
々
考
え
て
い
ま
す
。
本
書

は
、
新
潟
を
よ
り
深
く
知
り
た
い
と
考
え
て
い
る

人
の
た
め
の
ガ
イ
ド
と
し
て
、
あ
る
い
は
テ
キ
ス
ト

と
し
て
最
適
な
一
冊
で
す
。

　
　
　
（
情
報
文
化
学
科
・
教
授
　
澤
口
晋
一
）

．
．
一
本
学
図
書
館
の
W
但
B
サ
イ
ト
に
個
性
あ
ふ
れ
る
教
鼻
た
ち
の
紐
介
文
が
．
一
．
一
．

■
∵
載
っ
て
い
ま
す
一
ア
ク
セ
ス
心
て
み
て
ぐ
だ
さ
い
。
．
∴

∵
会
昏
＼
ぎ
ざ
を
ぎ
砕
阯
～
」
艮
O
き
器
之
巴
艮
亭
ぴ
艮
8
0
呈
矛
Y
∴
∵

『
運
ま
数
学
一
』
豪
か
せ
な
さ
い

　
　
　
　
－
確
率
・
続
計
に
学
ぶ
処
世
術
」

ジ
ェ
フ
ェ
リ
ー
・
S
・
ロ
ー
ゼ
ン
タ
ー
ル
著

中
村
義
作
監
修
　
柴
田
裕
之
訳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
川
書
房

吻
ヨ
⊆
o
べ
助
ぺ
ト
㌔
Q
～
ご
≦
≧
①

§
①
o
F
ミ
σ
⊆
肋
ミ
σ
ミ
o
、
ぎ
b
唖
b
ミ
斗
Φ
｝

ロ
コ
く
し
①
ヰ
①
『
く
o
〇
一
刀
o
ω
①
コ
一
ユ
団
一

　
「
確
率
が
高
い
」
と
「
可
能
性
が
あ

る
」
と
を
混
同
し
て
い
る
例
を
良
く
見
受

け
ま
す
。
と
か
く
日
本
人
は
確
率
と
い
う

言
葉
に
弱
い
よ
う
で
す
。
例
え
ば
、
　
「
い

い
人
の
方
が
高
収
入
－
従
業
員
の
快
活
さ

と
親
切
心
が
2
％
向
上
す
る
た
び
、
年
収

が
ー
％
増
加
す
る
」
と
の
記
事
は
何
を
伝

え
た
い
の
で
し
ょ
う
。

　
私
た
ち
は
無
作
為
性
と
不
確
実
性
に
満

ち
た
状
況
や
選
択
の
機
会
に
た
え
ず
直
面
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
こ
と
を
ど
れ
だ
け
意
識
し

て
生
活
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
確
率
を

少
し
勉
強
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
ど
れ
だ
け
う
ま

く
役
立
て
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ら
の
疑

問
に
明
快
か
つ
簡
潔
に
答
え
て
い
る
の
が
こ
の

著
書
で
す
。
身
近
な
問
題
を
ひ
も
と
く
た
め
の

確
率
利
用
本
は
多
く
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
著
書
の
よ
う
に
、
数
学
が
押
し
付
け
が
ま

し
く
な
く
、
ま
た
、
論
理
的
に
も
ご
ま
か
し
の
無

い
も
の
は
珍
し
い
で
す
。

　
読
後
の
謝
辞
に
、
私
が
数
年
悩
ん
で
い
る
問

題
の
2
次
元
版
を
論
じ
た
統
計
学
者
の
名
前

を
目
に
し
ま
し
た
。
著
者
の
指
導
教
官
で
あ
っ

た
ら
し
い
の
で
す
。
こ
の
著
書
を
私
が
手
に
取
る

確
率
を
考
え
る
と
、
こ
れ
は
私
へ
の
励
ま
し
か
、

あ
る
い
は
偶
然
に
よ
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。

　
一
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
・
講
師
　
小
野
陽
子
一

1）研究論文・図書
池田嘉郎（惰報文化学科・講師）

・（2007）『革命ロシアの共和国とネイション」山川出版社（全286頁）。

臼井陽一郎（情報文化学科・教授）

・，The　Democratic　Quality　of　Soft　Governance　in　the　EU　Sustaimb1e

Deve1opment　Strategy＝A　De1iberative　De丘cit．■Jo〃〃α1φE〃oρωη

∫肋g舳三〇刑Vo1ume29Issue5，pp．619－634．（Dec．2007）．

・（2007）「気候変動問題の構成と国際共同行動の展開1気候変動レジーム・国

連環境計酢欧州連合（3・完）」『慶磨法学』第8号（75－！21頁）。

小山田紀子（情報文化学科・教授）

・共著（2007）「アルジェリア」平野健一郎・牧田東一監修『対日関係を知る事典」

平凡社。

長坂格（情報文化学科・准教授）

・2007，，■Cellphone　in　the　Rural　Phi1ippines，一in　Rau1Pertierra（ed．）丁加

8・棚Co祀∫舳c伽“ηdσ∫・g召げC・〃〃・刑1ω伽・花c伽oloψポλ∫1αH”
亙〃oρω冊EΨε〃‘肥召∫Quezon　City＝Un三verisity　of　the　Phi1ippine　Press，

pp．ユ00－125．

2）学会・研究会報告

池田嘉郎（情報文化学科・講師）

・「スターリンのモスクワ改造と水辺空間」都心・ベイエリァ、海外都市再生プロジ

ェクト合同研究会（法政大学大学院エコ地域デザイン研究所、2007年7月18
日）。

・「現代都市類型から見た20世紀モスクワ」都市史研究会シンポジウム（東京大

学、2007年11月10日）。

臼井陽一郎（情報文化学科・教授）

・■A　Discursive　Perspective　on　the　Construction　of　an　Environmenta1

Acquis　in　the　EU　and　ASEAN．■2007UACES　Intemational　Conference：

Exchanging　Ideas　on　Europe．Pane14：Environmenta1Po1icies，The
University　of　Portsmouth3rd－5th　Sep．2007．

匡建英（情報文化学科・教授）

・「中国の国粋派と日本の国粋主義」杢章閣韓国学研究院「近代東アジアの歴
史とアイデンテイテイ」（韓国1ソウル大学校、2007年9月！3一ユ4日）。

・「厳復の中西文化『会通」と自由」福建省厳復学術研究会「厳復の思想と中国
の近代化」（中国・福州、2007年1！月24－25日）。

小林元裕（情報文化学科・准教授）

・「『東亜新秩序』と中国一江兆銘政権・蒙彊政権の分析を申心に一」日本植民

　地研究会第ユ5回全国研究大会「東アシアにおける『共同体」論の諸相一植民
壇　地占領地研究の視占から」（立教大学、2007年7月1日）。
藤瀬武彦（情報システム学科・教授〕

・藤瀬武彦・他「アームレスリング競技者の形態的特徴及び上腕内旋力」日本体

育学会第58回大会（神戸大学、2007年9月7日）。

山下功（情報システム学科・講師）

・「情報システムの投資評価方法」第3回情報システム学会全国大会・研究発表

大会（新潟国際情報大学新潟中央キャンパス、2007年12月1日）。

吉澤文寿（情報文化学科・准教授〕

・「日本における日韓会談関連外交文書の公開について」「韓日会談研究の新し

い地平1国際比較研究」（韓国・ソウル：国民大学校、国民大学校日本学研究所、

2007年10月13日）。

・「新潟国際惰報大学の派遣留学制度について」シンポジウム「日本人韓国語
学習者のための韓国語教育」（韓国・ソウル1慶煕大学校、2007年11月2日）。

3）その他
池田嘉郎（情報文化学科・講師）

・北海遣大学スラブ研究センター冬期国際シンポジウム「アジア・ロシア1地域的・

国際的文脈の中の帝国権力」第7セッション「民族運動・革命運動の場としての
アジァ・ロシァ」司会（2007年！2月7日）。

越智敏夫（情報文化学科・教授）

・パネル討論者「『映像の政治学』は可能か？」2007年度日本政治学会総会・研

究会（明治学院大学白金キャンパス、2007年10月6日）。

・パネル司会者「ポピュリズム」2007年度日本政治学会総会・研究会（明治学院

大学白金キャンパス、2007年10月6日）。

・講演「市民政治における選挙の意味一政治は変えられるのか」新潟県平和運
動センター主催（新潟県勤労福祉会館、2007年9月22日）。

小山田紀子（情報文化学科・教授）

・コメンテーター「現代フランスにおける植民地主義の記憶一『フランスのアルジェ

リア』から反アラブ人種差別へ一」マグレブ研究会　Benjamin　STORA氏（パ
リ第8大学教授）「アルジェリア現代史とフランス」（上智大学アジア文化研究所、

2007年12月7日）。

熊谷卓（情報文化学科・准教授）

・2007年度Jessup国際法模擬裁判世界大会日本支部大会において「書面裁
判官」の責務を担当（同志社大学、2007年12月27日）。

小林元裕（情報文化学科・准教授）

・講演「北京・上海で考える日申関係」にいがた市民大学「体感・変わりゆく中国
の都市一北京・上海のくらし一」（新潟市生涯学習センター、2007年7月26日）。

　　　　　　翻糊榊搦鰯
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■
第
－
回

「
私
た
ち
が
東
ア
ジ
ア
で
、
観
光
。
を
語

る
意
義
－
東
南
ア
ジ
ア
で
の
日
中
韓
の

出
会
い
」
（
1
0
月
5
日
午
後
3
時
よ
り
）

■
第
2
回

「
北
米
杜
会
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
の
仕

組
み
－
M
B
A
取
得
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
・

ア
ツ
プ
」
一
1
2
月
7
日
午
後
6
時
よ
り
）

講師1槌屋史子氏（本学卒業生〕。

神戸大学大学院国際協力研究科修士課程在籍
（国際協力政策専攻）

~:R~:Keyji JohnsenJ~;* ~~1~~:,~Gl Product Manager, 

TheTapeutics Marketing Dep~rtment, Business Un 
Therapeutics, Nihon Schering K K 

■
第
3
回

「
北
米
・
ロ
シ
ア
・
ア
ジ
ア
に
お
け
る
国
際
ビ
ジ

ネ
ス
の
現
状
と
キ
ャ
リ
ア
形
成
一
将
来
、
国

際
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
た
め
に
、
今
、
何
を

す
べ
き
か
？
」
（
1
2
月
1
3
日
午
後
6
時
よ
り
）

講師：Jim　Fuku畠hima氏。Pr巴sident．HNSlntemaiional

lno、他。LVude　Anna氏。新潟大学犬学院現代社会文化

研究科博士後期課程在籍。斉藤正信氏（本学卒業生〕新

潟大学大学院技術経営研究科専門職学位課程在籍。

国
際
理
解
セ
ミ
ナ
ー
3
回
開
催

　
本
学
の
国
際
交
流
委
目
貝
会
で
は
昨
年
度
よ
り
、

国
際
理
解
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
本

学
学
生
が
海
外
へ
目
を
向
け
る
機
会
を
も
う
け

る
こ
と
、
こ
れ
が
目
的
で
す
。
授
業
外
の
時
間
に
、

学
内
で
、
定
期
的
に
、
進
め
て
い
・
」
う
と
考
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
3
回
に
わ
た
っ
て
実
施
し
て
き
ま

し
た
。
い
ず
れ
も
会
場
は
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で

す
。　
毎
回
、
多
く
の
学
生
が
足
を
運
ん
で
く
れ
て
い

ま
す
。
忙
し
い
時
間
を
縫
っ
て
、
駆
け
つ
け
て
く
る

教
職
員
も
お
り
ま
す
。
本
学
で
は
、
派
遣
留
学
制

度
（
情
報
文
化
学
科
）
と
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
（
情
報
シ

ス
テ
ム
学
科
）
を
通
じ
て
、
す
で
に
多
く
の
学
生
を

海
外
へ
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。
国
際
理
解
セ
ミ

ナ
ー
は
、
留
学
を
決
め
か
ね
て
い
る
学
生
に
対
し
て
、

留
学
後
の
進
路
の
広
が
り
に
つ
い
て
予
感
し
て
も

ら
う
こ
と
、
お
よ
び
、
留
学
し
た
学
生
に
対
し
て
、

仕
事
の
舞
台
を
日
本
に
閉
じ
る
必
要
は
な
い
と
意

識
し
て
も
ら
う
こ
と
－
こ
の
二
つ
を
狙
い
と
し
て
い

ま
す
。

　
と
り
わ
け
、
右
記
開
催
リ
ス
ト
に
あ
り
ま
す
よ

う
に
、
本
学
卒
業
生
を
講
師
と
し
て
招
く
こ
と
が

で
き
る
の
は
、
在
校
学
生
た
ち
へ
の
大
き
な
刺
激
と

卒業生が講師、大きな刺激
　　海外へ目を向ける機会に

な
り
、
ま
た
そ
う
し
た
卒
業
生
を
輩
出
し
て
い
る

本
学
へ
の
誇
り
を
新
た
に
し
て
く
れ
て
い
る
と
、
教

員
側
で
は
非
常
に
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

　
開
催
に
あ
た
っ
て
は
学
外
講
師
の
皆
さ
ま
に
多

大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
ら
た
め
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
運
営
は
厳
し
い
予
算
事
情
で
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
こ
の
有
意
義
な
セ
ミ
ナ

ー
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
国
際
交
流
委
員
会
委
員
長

　
　
　
　
情
報
文
化
学
科
・
教
授
　
臼
井
陽
一
郎
一

　
「
青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭

典
2
0
0
7
」
新
潟
県
大
会
が

u
月
2
4
日
・
2
5
日
新
潟
薬
科
大

学
に
て
行
わ
れ
、
本
学
か
ら
惰
報

シ
ス
テ
ム
学
科
大
山
毅
ゼ
ミ
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
「
青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭

典
」
は
、
青
少
年
が
白
分
自
身
で

実
験
や
工
作
を
体
験
し
、
科
学
の

面
白
さ
を
感
じ
て
も
ら
う
た
め

に
、
平
成
4
年
か
ら
始
ま
っ
た
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
今
年
度
の
新
潟
県

大
会
は
2
日
間
で
約
6
4
0
0

名
の
入
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　
大
山
ゼ
ミ
か
ら
は
専
門
演
習

r~･･~･fFo)t*-ioo)~l~*o)~~ J 
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B
で
使
用
し
て
い
る
反
応
時
間

測
定
装
置
を
3
台
設
置
し
て
、

「
反
応
時
間
を
計
っ
て
み
よ
う
」

と
題
し
て
出
展
し
ま
し
た
。

L
E
D
ラ
ン
プ
が
つ
い
た
ら
対

応
す
る
ボ
タ
ン
を
押
し
て
、
ラ
ン

プ
が
つ
い
て
か
ら
ボ
タ
ン
を
正
し

く
押
す
ま
で
の
時
間
を
計
る
と

い
う
簡
単
な
実
験
で
す
。
数
千

人
の
人
た
ち
が
実
験
に
参
加

し
、
親
子
で
競
い
合
っ
た
り
し
て

楽
し
そ
う
に
ボ
タ
ン
を
押
し
て

い
ま
し
た
。

写
真
家
・
板
垣
真
理
子
氏
を
迎
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
学
と
新
潟
目
報
社
の
連
携
講
座
開
く

　
写
真
家
の
板
垣
真
理
子

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
て
、
本

学
と
新
潟
日
報
杜
の
連
携

公
開
講
座
が
1
2
月
8
日
、

新
潟
中
央
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
「
レ
ン
ズ
越

し
に
見
た
本
物
た

ち
」
と
題
し
た
お
話

に
、
参
加
さ
れ
た
多

く
の
方
々
が
魅
了
さ

れ
ま
し
た
。

　
板
垣
さ
ん
は
宮

崎
県
出
身
。
！
9
8

0
年
に
ジ
ャ
ズ
ミ
ユ
ー

ジ
シ
ャ
ン
を
取
材
し

た
の
を
機
に
写
真

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

世
界
に
入
り
、
そ
の

後
、
単
身
で
ア
フ
リ

カ
各
地
を
取
材
、
南

米
、
カ
リ
ブ
、
ア
ジ
ア

な
ど
灼
熱
の
地
を
愛
し
て

旅
を
し
作
品
を
発
表
し
て

い
ま
す
。
各
地
の
文
化
、
音

楽
、
民
族
衣
装
、
世
界
遺
産

な
ど
テ
ー
マ
を
掘
り
下
げ

て
写
真
と
文
で
熱
い
レ
ポ
ー

ト
を
続
け
、
踊
る
カ
メ
ラ
マ

ン
の
異
名
を
持
ち
ま
す
。

　
今
回
は
、
フ
ラ
メ
ン
コ
と

い
う
も
の
に
知
識
も
な
い

人
に
も
名
前
を
知
ら
れ
て

い
る
ス
ペ
イ
ン
の
ア
ー
テ
ィ
ス

　
　
ト
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ガ
デ

　
　
ス
と
の
出
会
い
、
彼
が

　
　
白
ら
結
成
し
た
ガ
デ

　
　
ス
舞
踊
団
や
キ
ュ
ー
バ

　
　
の
ブ
ェ
ナ
・
ビ
ス
タ
・
ソ

　
　
シ
ア
ル
・
ク
ラ
ブ
な
ど

　
　
で
の
写
真
撮
影
・
取

　
　
材
を
通
し
て
感
じ
た

　
　
こ
と
を
中
心
に
、
人

　
　
柄
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど

　
　
普
段
な
か
な
か
聞
く

　
　
こ
と
の
で
き
な
い
苦

　
　
労
話
も
披
露
さ
れ

　
　
好
評
で
し
た
。

　　　　　　棚醐賦醐醐欄鞘醐囲撒
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9
教
室
で
1
2
3
人
が
挑
戦

　
　
　
熱
を
込
め
完
成
め
ざ
す

　
情
報
文
化
学
科
4
年

次
生
の
卒
論
中
間
発
表
会

が
1
0
月
2
7
日
に
本
校
（
み

ず
き
野
）
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
雨
の

悪
天
侯
で
し
た
が
、
1
年
次
生
か
ら

3
年
次
生
ま
で
を
含
む
多
く
の
学

生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
卒
論
の
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
9
つ
の
教

室
に
分
か
れ
、
3
年
次
生
運
営
委

員
の
司
会
進
行
に
よ
り
4
年
次
生

1
2
3
名
の
卒
論
中
間
発
表
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
熱
の
こ
も
っ
た
報
告

を
行
い
、
先
生
方
や
他
の
学
生
か
ら

の
質
問
に
応
答
し
、
4
年
次
生
は
緊

張
感
の
中
に
も
充
実
し
た
1
日
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　
こ
の
発
表
会
を
契
機
に
年
末
に

か
け
て
よ
り
よ
い
卒
論
完
成
を
目

指
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
中
間
発
表
会
で
の
委
員

の
主
な
仕
事
は
、
ポ
ス
タ
ー
・

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
ま
た

当
日
の
司
会
、
タ
イ
ム
キ
ー

パ
ー
、
総
合
受
付
を
分
担
し

て
行
い
4
年
生
の
発
表
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
っ
た
も

の
で
す
。
進
行
の
点
で
は
、

ス
ム
ー
ズ
で
発
表
が
し
や
す

か
っ
た
と
い
う
言
葉
を
4
年

生
か
ら
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
4
年
生
は
自
分
の
卒
論

の
途
中
経
過
を
発
表
し
、

教
授
や
学
生
か
ら
質
問
や

意
見
、
指
摘
等
を
受
け
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
研

時間経過の通知に工夫を

究
を
進
め
て
い
く
上
で
の

ヒ
ン
ト
・
参
考
を
得
ら
れ
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
か
ら
は
、
ベ
ル
で
時

間
経
過
を
発
表
者
に
伝
え

る
方
法
に
変
わ
り
ま
し

た
。
し
か
し
ベ
ル
の
音
が
大

き
い
、
音
が
気
に
な
っ
て
発

表
に
集
中
で
き
な
か
っ
た

と
い
う
声
を
い
く
つ
か
耳
に

し
ま
し
た
。
ま
た
発
表
者

自
身
も
ベ
ル
が
示
す
時
間

経
過
が
分
か
ら
ず
発
表
を

急
が
せ
て
し
ま
う
結
果
も

み
ら
れ
た
た
め
、
発
表
者
の

方
々
と
事
前
に
流
れ
に
つ
い

て
の
確
認
を
よ
く
す
べ
き

発表会委員会代表・情報文化学科3年石塚武志

　　　　　副代表・情報文化学科3年小林沙耶香

だ
っ
た
と
反
省
し
て
い
ま

す
。
逆
に
、
音
で
時
間
経
過

を
示
し
た
方
が
分
か
り
や

す
く
て
良
か
っ
た
と
い
う

意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
時

間
配
分
の
点
で
は
、
担
当

委
員
に
よ
っ
て
違
う
形
式

が
と
ら
れ
、
あ
る
部
屋
で
は

ベ
ル
が
鳴
っ
た
ら
必
ず
次
の

行
程
に
移
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
形
式
を
取

り
、
ま
た
別
の
部
屋
で
は

少
し
く
ら
い
発
表
時
間
・

質
疑
応
答
時
問
に
ず
れ
が

生
じ
て
も
許
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
）

　
ま
た
、
評
価
用
紙
を
回

”
㌶
シ
㍍
㌣
一
一

生
が
評
価
用
紙
を
い
つ
三
約

け
取
れ
る
の
か
分
か
り
に
一
要

く
か
っ
た
と
い
う
点
も
あ
　
　
（

り
汀
ポ
点
難
点
を
白

踏
ま
え
た
う
え
で
・
今
後
一
慨

も
よ
り
良
い
発
表
会
を
開
一
験

催
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。

一
覧
函

一
式

　
－
■
■
－
■一
抜

過
去
最
多
の
企
業
が
参
加

　
恒
例
の
「
企
業
懇
談
会
」
が
u
月

1
4
日
、
過
去
最
多
の
2
4
4
社
の
企

業
か
ら
3
3
5
人
の
代
表
者
や
人
事

担
当
者
の
方
々
の
ご
参
加
を
い
た
だ

き
、
ホ
テ
ル
新
潟
一
新
潟
市
中
央
区

万
代
）
を
会
場
に
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
日
ご
ろ
本
学
の
就
職
活
動

に
ご
支
援
、
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る

企
業
の
皆
さ
ま
を
対
象
に
、
著
名
な

講
師
に
よ
る
講
演
会
お
よ
び
懇
親

会
を
催
し
、
感
謝
の
意
を
表
す
る
会

で
、
今
回
で
1
2
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
当
日
は
ま
ず
、
武
藤
輝
一
学
長
よ

　
　
　
　
由
い
昔
つ

り
御
礼
の
ご
挨
拶
と
本
学
の
教
育
方

針
や
研
究

活
動
が
説

明
さ
れ
た

後
、
D
V
D

き
「
こ
れ
か
ら
の
1
0
年
…
企
業
と
地

域
を
活
か
す
感
性
－
」
と
題
し
て

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
き
く

変
化
し
た
時
代
に
即
し
た
感
性
の

重
要
性
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
、
参
加

者
に
高
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き

蔦
信
彦
氏
を
招
き
特
別
講
演

を
利
用
し
て
よ
り
分
か
り
や
す
く
、

よ
り
詳
細
な
大
学
紹
介
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
今
年
の
特
別
講
師
に

は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
鴬
信
彦
氏
を
招

真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
第
2
部
の
懇
親
会
は
、
来
賓
代
表

の
田
村
巌
長
岡
商
工
会
議
所
会
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
選

｝
、
章
鮎
費
鮎
汽
一
者

情
報
交
換
が
行
わ
れ
・
さ
ら
二
学

る
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
一
入

大
変
有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

講
演
す
る
鴬
氏

一
盾
一
年
一
〇
一
2
一
成
一
平
一
■

・国語1国語総合（現代文〕・現代文

・数学：数学1・数学I1

　　　（数学］は、微分・積分を除く〕

・外国語1英語I・英語I

上記3教科の中から2教科を試験場で選択

学科試験を課さず、20年度のセンター試験の

成績で判定。全教科の中から2教科2科目選択

配点1各教科100点。

（3科目以上受験した場合は禽得点の

　　　　　　2教科2科目を合否判定1こ使用〕

・国語：国語総合（現代文〕・現代文

・数学：数学I・数学皿

　　　（数学皿は、微分・積分を除く〕

・外国語1英語1・英語n

上記3教科の中から2教科を試験場で選択

20年2月7日（木）

20年2月22日（金）

20年3月13日（木）

潟
越
新
上

）±（年

20年1月7日（月）～

　　　　　　22日（火）

※出願期問内消印有効

5g
53情報文化学科

情報システム学科　60

月u

20年1月30日（水）～

　　　2月14日（木）

莱出願期問内消印有効

20年1月19日（±）、20日（日

の大学入試センター試験を

受験していること

53
15情報文化学科

情報システム学科　20

夫学入試

センター

試験利用

潟新20年3月10日（月〕

20年2月15日（金）～

　　　　　3月3日（月）

※出願期問内消印有効

52
10情報文化学科

15情報システム学科

後

一
　
般

入
　
試

（注）情報文化学部の定員は、情報文化学科100名、情報システム学科150名、合計250名です。

1議欝裏塾’．
：給付されます。

1率予坤、申込が必睾です。．．’’

情報文化学科

情報システム学科

3番以内一I種

5番以内一I種

｝
；
授業料全額（年額675，000円

授業料半額（年額337，500円

8番以内一1種

r4番以内一1種

一
．
一

●●▲
■　■

’
一一一

＝

■

．

…
…梛

7
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小泉佳奈子情報文化学科2006年度卒業

　
　
　
　
－
　
．
、
癌
顯
、
り
ノ
．

　
　
　
　
／
・
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
く
．

　
「
旅
行
業
界
」
－
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
？
私
は
、
旅
行

が
と
に
か
く
大
好
き
で
、
接
客
も
好
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
由
こ
が

だ
っ
た
の
で
、
こ
の
業
界
に
憧
れ
を
抱
い
て

入
社
し
ま
し
た
。
そ
し
て
早
く
も
一
年
が

た
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
仕
事
の
内
容

は
、
主
に
店
頭
営
業
で
、
カ
ウ
ン
タ
エ
受
付

を
し
て
い
ま
す
。
今

は
、
J
R
の
切
符
や
航

空
券
、
国
内
旅
行
の

相
談
受
付
を
担
当
し

て
い
ま
す
。

　
入
社
し
た
当
初

　
社
会
人
と
し
て
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
、

正
し
い
敬
語
が
話
せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
由
い
　
吉
つ

行
動
に
責
任
を
持
つ
こ
と
1
挨
拶
を
し
っ
か

り
す
る
こ
と
－
で
す
。
言
葉
遣
い
は
い
ま
だ
に

悪
戦
苦
闘
中
な
の
で
、
学
生
時
代
に
身
に
つ

け
て
お
く
べ
き
で
し
た
。
逆
に
、
大
学
で
学
ん

で
生
き
て
い
る
こ
と
は
、
C
E
P
に
力
を
入
れ

て
い
た
の
で
、
海
外
の
お
客
さ
ま
が
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
英
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
少
し
は

で
き
る
こ
と
で
す
。
ま
た
卒
業
旅
行
に
約
3

は
、
右
も
左
も
全
く
分
か
ら
ず
、
時
刻
表

の
使
い
方
す
ら
分
か
ら
な
い
－
先
輩
方
の

言
っ
て
い
る
一
言
葉
白
体
が
専
門
用
語
や

業
界
用
語
で
、
と
に
か
く
勉
強
の
毎
日
で

し
た
。
入
社
以
前
の
私
に
と
っ
て
、
「
旅
行

業
界
」
と
い
え
ば
少
し
華
や
か
な
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
実
際
に
働
い

て
み
る
と
、
予
想
以
上
に
細
か
い
作
業
が

多
い
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り
の
お

客
さ
ま
が
求
め
て
い
る
旅
行
を
つ
く
る
の
に
、

一
つ
の
小
さ
な
ミ
ス
が
あ
っ
て
も
、
せ
っ
か
く
の

旅
行
が
台
無
し
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
す

か
ら
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
脇
に
書
い
て
あ
る
小
さ

な
小
さ
な
文
字
も
見
落
と
さ
な
い
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
視
力
が
2
・
0
の
私
も
、
来
年
は

．
：
O

週
問
バ
ッ
グ
一
つ
で
ア
ジ
ア
を

回
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
経
験
で
い
ろ
い

ろ
な
人
と
の
出
会
い
、
地
域

そ
れ
ぞ
れ
の
食
や
文
化
、
旅

行
っ
て
こ
ん
な
に
も
面
白
い
ん

だ
な
と
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
世
界
は
と
て
つ
も
な
く
広
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
大
学
で
の
留
学
を
き
っ
か
け
に
視
野

も
海
外
へ
と
広
が
り
ま
し
た
。
世
界
は
広
い

け
ど
、
行
け
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
げ
と
思
っ
て

い
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

　
目
指
せ
、
世
界
一
周
－

　　　　　　　　　　　　　　　鶯　　　　　　　　　　　　　　　冊　　　　　　　　　　　　　　■j　　　　　　　　　　　　　　豊　　　　　　　　　　　　聾・　　　　　　　　　　　　．鷺・　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　聾鶯　　　　　　　　　　迂　　　　　　　　　．瀦　　　　　　　　　撒　　　　　　　瑚鰯詣　　　　　　　瀦　　　　　鰯一　　　　　蓋　　　　告　　　　畦　　　繍　　’圭麟鍵襯鰯麟灘

1
帽

　紅翔祭が開催された10月21，22日は、

両日とも天候には恵まれませんでしたが、

皆さまのご協力により無事終えることがで

きました。

　今年度は実行委員が2年生主体だっ

たので何を行うにおいても苦難の連続で

したが、その中で先輩方のアドバイスや

関係者の方々にご協力を仰ぎ、多彩なイ

ベントを行うことができました。

　父母会とみずき会のご後援による文

化講演会では、俳優の黒沢年雄氏をお

招きいたしました。「人生プラス思考で」と

紅翔察実行委員長

　　高津安行㈱システム学利。角

いうテーマでご自身の体験談を交えた

ユーモアあふれる講演に、会場のたくさ

んの人たちが聞き入っていました。

　今年度は博多華丸・大吉、ハローケイ

スケ、タカダコーポレーションによるお笑い

ライブも開催され、見に来ていただいた

大勢の方たちも今回のテーマである

「HAVE　A　PLEASANT　TIME」のと
おり、楽しいひと時を過ごしていただけた

と思います。

　準備期間や当日を振り返っても大変

だったというイメージしか浮かんできませ

んが、実行委員のみんなと協力して紅翔

祭という大きなイベントを成功させ、僕に

とっても充実した日々を過ごすことができ、

楽しいひと時だったと思えます。ご協力い

ただいた教職貝、ご父兄、企業の方々に

厚くお礼申し上げます。

湧
…
婁
源
一
一
編
集
後
祝
に
代
え
て

一
一

1
－＃一

・

　
　
　
　
　
　
広
報
委
員
長
越
智
敏
夫

　
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
調
の
ビ
ー
ト
ル
ズ
」
み
た
い
な
も
の
ほ
ど
唾

棄
す
べ
き
も
の
は
な
い
。
「
イ
マ
ジ
ン
」
を
バ
イ
オ
リ
ン
で
、
と

か
や
ら
れ
る
と
本
当
に
う
ん
ざ
り
し
て
し
ま
う
。
あ
あ
い

う
曲
を
書
い
た
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
に
も
若
千
の
責
任
は
あ
る
の

か
も
し
れ
な
い
が
、
な
ん
で
ま
た
ク
ラ
シ
ッ
ク
調
に
し
な
い

と
い
け
な
い
の
か
。
そ
の
ま
ま
聞
け
ば
良
い
で
は
な
い
か
。
ス

ト
ー
ン
ズ
で
も
「
ア
ズ
・
テ
ィ
ア
ー
ズ
・
ゴ
ー
・
バ
イ
」
な
ど
は
訳

の
分
か
ら
ん
弦
楽
器
の
ア
レ
ン
ジ
で
飲
み
屋
の
有
線
放
送

か
ら
突
然
流
れ
出
す
こ
と
が
あ
る
。
酒
量
が
増
え
至
因

で
あ
る
。

　
ロ
ッ
ク
の
名
曲
を
弦
楽
器
用
に
編
曲
す
る
と
い
う
こ
の
一

連
の
愚
行
に
つ
い
て
愚
考
す
る
と
、
け
っ
一
」
う
や
や
こ
し
い
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
が
潜
ん
で
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
ま
ず
ロ
ッ

ク
が
悪
く
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
が
良
い
音
楽
だ
と
決
め
つ
け
る
価

値
判
断
だ
。
嗜
好
の
間
題
な
の
で
、
誰
が
何
を
好
き
で
何

を
嫌
い
で
も
良
い
の
だ
が
、
こ
の
ロ
ッ
ク
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
編
曲
と

い
う
制
度
化
し
た
行
為
に
は
、
そ
の
価
値
観
を
社
会
も
共

有
し
て
い
る
は
ず
だ
と
い
う
発
想
が
感
じ
ら
れ
る
。
さ
ら
に

は
そ
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
至
上
主
義
者
が
ロ
ッ
ク
の
な
か
に
も
良

い
曲
が
あ
る
と
実
は
考
え
て
い
て
、
そ
れ
を
俺
さ
ま
が
評

価
し
て
や
る
よ
と
い
う
妄
想
も
潜
伏
し
て
い
る
。
ロ
ッ
ク
の

表
層
と
彼
ら
が
考
え
る
も
の
、
つ
ま
り
ド
カ
ド
カ
う
る
さ
い

あ
の
演
奏
形
態
さ
え
排
除
で
き
れ
ば
、
そ
う
い
う
音
楽
も

聞
い
て
や
ら
ん
こ
と
は
な
い
ぞ
、
と
い
う
尊
大
で
病
ん
だ
自

意
識
で
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
社
会
の
病
ん
だ
価
値
観
の
強
固
さ
こ
そ
、

ロ
ッ
ク
が
批
判
し
て
き
た
も
の
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
た
ち
が
ロ
ー
ル
ス
ロ
イ
ス
に
乗
る
ほ
ど
ま
で
商
業
化
し

て
も
、
ロ
ッ
ク
は
反
抗
と
い
う
契
機
を
失
う
わ
け
に
は
い
か

な
い
。
し
た
が
っ
て
以
上
の
よ
う
な
批
判
は
ロ
ッ
ク
シ
ン
ガ
ー

が
ロ
ッ
ク
以
外
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ナ
ン
バ
ー
を
歌
う
と
い
う
愚

行
に
も
そ
の
ま
ま
向
け
ら
れ
る
。
末
期
の
プ
ロ
グ
レ
ッ
シ
プ
・

ロ
ッ
ク
が
陥
っ
た
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
も
恥
ず
か
し

い
。
ロ
ッ
ク
が
ロ
ッ
ク
的
な
存
在
基
盤
を
否
定
し
て
ど
う
す

る
の
か
。
元
暴
走
族
と
か
元
ヤ
ン
キ
ー
と
い
う
形
容
詞
の
つ

く
人
た
ち
が
説
く
道
徳
が
、
驚
く
ほ
ど
現
状
肯
定
的
で
権

力
に
こ
び
る
も
の
に
な
る
の
も
同
じ
経
緯
に
よ
る
。
簡
単
に

反
省
す
る
く
ら
い
な
ら
、
最
初
か
ら
反
抗
な
ど
し
な
い
で

も
ら
い
た
い
。

鶴朝蛾麟鰯徽鰯，鰯鰍鵬鰯；鰯螂鰯麟露瑠蟷観蟷鰯鰯覇鰯蝿鰹


